
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三原小学校は、令和 6年 4月からだよ。 

市の広報にも載ってたけど、いつ始まるの？ 

 

「学校運営協議会」と「地域学校協働本部」の一体的な推進を行

い、学校と家庭と地域が目標を共有して、子供たちの学びや成長

を地域全体で支える仕組みなんだ。（詳しくは裏面を） 
 

三原市の進めるコミュニティ・スクールって、何？ 

三原市の人口減、地域のつながりの希薄化・・・等々、地域の課題

は山積。市の未来を担う子供たちを地域全体で育てていこう、と

いうもの。地域創生につながるんだよ。 

？？？ ますますよく分からないなぁ・・・。地域住民にも何か関係があるの？ 

確かに、未来の地域の発展は子供たちにかかっているからね。

じゃあ、いつ、何をすればいいの？ 

地域の子供たちのために活動することは、”未来への投資”

って言われているよ。 

コミュニティ・スクールは、みなさんの力が必要です！！ 

 

“できる人が、できるときに、できることを”が基本。協力依頼するので、

「それならできる」というものに、参加してほしいんだ。（詳しくは裏面を） 

 

三原小 マスコット・キャラクター 

「みはらん」です。 

桜山の桜、”みはらん”です。 

子供たちや地域の人と、楽しいことを 

いっぱいしたいな！ 

『やなぎん』です。 

三原小のシンボル「柳の坂」の“やなぎん”です。

150 年前から、三原小の子供たちを 

見守り続けているんだ。 

 

いろいろな大人と関わることが、豊かな体験となり、地域の担い手としての自

覚が芽生えるはず。何より、他人を思いやる心や自己肯定感が高まるんだ。 
 

令和６年１月 1 日 

子供たちのためなんだね。じゃあ、もっと詳しく知りたいな。 

ホームページでも発信するから見てね。 

回 覧 



 

 

 

 

 三原小学校は、令和６年４月より、先行導

入校としてコミュニティ・スクールの制度が始

まります。コミュニティ・スクールというのは、

学校運営協議会（５名の委員は教育委員会

が任命済）を設置した学校のことです。 

 変化の激しい社会や複雑化する教育環境

の中で、未来を担う子供たちに必要な力を育

むためには、地域の力が必要不可欠です。   

コミュニティ・スクールでは、学校運営協議

会と地域学校協働本部（地域住民・保護者・

企業・各種団体 等）の皆様と、“どんな子供たちを育てるのか？”という目標を共有するこ

とから始めます。そして、その目標に向かって計画した活動を地域の皆様と共に実施してい

きます。 

コロナ禍で、地域の皆様にご来校いただくことができない状況が続きましたが、令和６

年度からは、行事だけでなく、子供たちの学習や活動の様子も見に来ていただきたいと考

えています。学校と地域で共有した目標に近づいているか？という視点で、子供たちの変

容を実際に見て、お確かめください。 

今後は今まで以上に、学校と家庭と地域は、連携・協働することが必要であり、それによ

って今まで以上の教育効果が上がるものと考えています。また、「学校を核とした地域づく

り」にもつながります。地域の皆様“無理せず楽しんで”学校にお力を貸してください！ 

子供たちの輝く笑顔を一緒に見ましょう！！           令和6年 1月 

三原小学校 校長 平松理恵 

がっこう かける かてい かける ちいき     ＝   こどもたちのえがお！ 

 

【学校教育課・生涯学習課 資料より】 

【学校教育課・生涯学習課 資料より】 

地域の皆様には、「地域学校

協働本部」の一員として、教育

活動への協力をお願いします。 

例えば・・・ 

 〇町たんけんの児童引率補助 

 〇野菜植え等の支援 

 〇入学直後の１年生の補助

（登校後の支援・下校引率） 

 〇環境整備 

 〇学習・学校行事支援  など 

検討していく予定です。 

問い合わせ先 三原小学校  

電話（0848）62-2165 


